
 

物理学委員会・化学委員会合同分科会の設置について 

 

分科会等名：国際周期表年記念事業検討分科会 

 

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

○化学委員会 

物理学委員会 

２ 委員の構 成 １５名以内の会員又は連携会員 

３ 設 置 目 的 タラソバ前ＩＵＰＡＣ会長を中心として国際周期表年

（International Year of the Periodic Table of Chemical 

Elements; ＩＹＰＴはその呼称である）の発起書がＵＮＥＳ

ＣＯへ提出され、２０１９年が国際周期表年として決定され

た。ＩＵＰＡＣに対する日本代表機関である日本学術会議

（化学委員会）は２０１９年の日本国内における国際周期表

年に関わる事項を扱い、国際周期表年に関する事業を推進す

るため、それらが完了する２０１９年を含む２０２０年度末

まで活動する分科会として世界周期表年記念事業検討分科

会を設置することを提案する。 

国際周期表年は、２０１９年がメンデレーフが周期表の完

成を予測した１８６９年から１５０周年を迎えることを記

念するために制定され、同時に、ニホニウム(１１３番元素)

等の超重元素の発見により周期表の第７周期が完成したこ

とを祝うものである。化学と物理の双方にまたがる事柄であ

るため本分科会は化学委員会と物理委員会に所属する形で

設置し、化学と物理の委員の双方の協力のもと各種日本にお

ける国際周期表年記念事業について検討していく。 

また、本分科会を設置した後に、日本学術会議メンバーと

有識者をメンバーとし、各種事業を実施する実行委員会を設

置し、啓発活動を行う。日本化学会、日本物理学会をはじめ

とする化学系・物理系の協力学術研究団体、超重元素発見に

大きく貢献してきた理研仁科センター等に協力を要請し、各

種事業の推進を促進する。 

 

４ 審 議 事 項 １.２０１９国際周期表年記念事業実行委員会の設置 

２．２０１９国際周期表年記念事業の実施計画のモニターな

らびに意見交換を行う 



３．各種学協会との連携について検討 

等に係る審議に関すること 

５ 設 置 期 間 平成３０年５月３１日～平成３２年３月３１日 

６ 備    考 ※２４期にて初設置 

 


